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ジェンダーに関する思い込み

思い込みの例

+ 男性が家族を養うべき

+ 育児は母親がすべき

など個人の信念

個人の思い込みが社会的ルールとなれば社会規範

思い込みに関する調査 fig1

思い込みの測り方

+ 回答者に直接聞く. ただし「社会的望ましさのバイアス」
+ 無意識の思い込みを測る. IATテスト, List experiment
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女性は外で働くべきでない？

南アジア・中東北アフリカ諸国の女性の労働参加率は U字
の底 fig2

社会規範「女性は外で働くべきでない」が要因として注目を

浴びつつある

例: インドで女性の労働参加を妨げる大きな要因 1

地域特有でもない

+ 例 1: アメリカでも, 1920年代ごろまでは通説 2

+ 例 2: 規範が弱い地域 (例：北欧諸国)では,
教育水準の高い女性ほど結婚し出産 3

女性の社会進出が少子化を止めるかもしれない

+ 女性の社会進出が遅れている国でより深刻 fig3
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ミクロ経済学実証研究とエビデンス

エビデンス (根拠)とは？

+ 統計学を使って因果関係を厳密に示した研究結果

+ 相関関係との違いに注意!

+ 逆の因果関係, 第三の本当の要因

因果推論とは？

+ 反実仮想
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因果推論の方法

ランダム化比較試験 (RCT: Randomized Controlled Trial)

+ バナジー& デュフロ著『貧乏人の経済学』(みすず書房

2012年)

+ 被験者を処置群, 対照群にランダムに分ける

⇒ 処置群のみに介入 fig4

自然実験 fig5
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因果推論にこだわるわけ

エビデンスに基づく政策立案 (EBPM: Evidence Based Policy
Making)

+ 思い付き,「〇〇べき」といった主義・信条はさておき
+ 本当の問題解決のためにはどうしたらよいのか, 科学的
知見を提供

根拠に乏しい解釈でなく

+ ジェンダー平等について理解を深めることができる

「途上国研究の最先端」コラム fig6

+ さらに一般向けに『ジェンダー格差』(2023年, 中公新書)
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男性は間違った認識にもとづいて妻を働かせない 4

背景

+ サウジアラビア女性の労働参加率は 15%
+ 本研究データで, 既婚女性のうち外で働く率はわずか 4%
+ 妻が外で働くことの決定権は夫に

+ 女性が外で働くことに賛成の男性は 8～9割

仮説: 多くの男性は個人的には妻が外で働くことに賛成.が,
周りの仲間たちは反対しているだろうと間違って認識.
⇒自分も妻を外で働かせない

間違った認識 (=多元的無知) の確認: 4分の 3の男性が正し
い数値 (=87%)を過小評価

+ 協調の失敗
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間違った認識にもとづいて妻を働かせない (つづき)

RCT
1 35歳までの既婚男性 500人. 30人ずつのグループセッション
に招待. 質問への回答は他人には分からず

+ 女性が外で働くことに対して賛成か

+ 仲間の男性のうち, 何人が賛成と答えたと思うか
2 処置群に, 賛成と答えた男性の割合 (正しい数値 (=87%))を
教える

+ 認識の誤りを正すチャンス fig4

3 参加男性がいずれかを選ぶ

(i) 5ドルのアマゾンギフトカード
(ii) 実在の会社のオンライン求人情報サービスに妻を登録

結果: (ii)を選んだ処置群の男性は 32%. 対照群の男性 23%.

結論: 社会規範の影響はちょっとした情報で変わりうる
9 / 22



Outline イントロダクション 因果推論 実証研究の例 ゴールディンの研究 おわりに

女の子は数学が苦手？ 5 fig7

背景:イタリアの中学校
+ 8年生 (中学校最終学年)で国語と数学のテスト
+ 修了後は, 学問校か, 技術専門校か, 職業訓練校か, 進路
を選択

+ 教師の薦めに強制力なし

+ 進路に高校側からのセレクションなし. 生徒と家族の選
択による.

自然実験: 生徒の数学担任はランダムに決まる

結果: 数学担任教師に女子は数学が苦手だという思い込みが
強いと, 女子の数学の成績 ↓,学問校 (=よい進路)選択 ↓

インプリケーション: 社会や文化によってかたちづくられた
思い込みが所得格差を生み出しうる
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制度が整えば解決するわけでない 6

背景:アメリカの大学のテニュア (終身雇用保障)制度の時間
制限

自然実験: 研究者に子どもが生まれたら, 男女を問わず, テ
ニュアの時効を伸ばす

+ 実質的な育児休業制度導入

結果: 制度を利用した男性研究者のキャリアに有利に

理由: 育児休暇をとった女性研究者は, 本当に育児に専念.
男性研究者は, 実際は育児を行う代わりに研究に専念

インプリケーション: 法や企業内の制度の改正だけでは,
女性にとって改悪となりうる

規範「育児は女性がすべき」に働きかける必要あり
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ゴールディンの研究

受賞理由: 経済史と労働経済学における貢献

男女賃金格差の要因に迫る?
+ 柔軟な働き方ができるかどうか 7

MBAホルダー、弁護士は柔軟な働き方が難しい
+ チャイルドペナルティあり.賃金格差が開く.

薬剤師は柔軟な働き方が可能

+ 属人的な要素を排除. 処方箋のシステム化など.賃金格差
なし.

日本の雇用慣行にも重要なインプリケーション
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おわりに:日本へのインプリケーション

「もはや昭和ではない」(『令和 4年版 男女共同参画白書』).
それどころか、すでに平成も終わって令和. 皆の意識が変わ
る必要あり.

社会規範・思い込みの影響力は大きい

+ 親や教師の思い込みが格差を再生産しかねない

「女性が 3歳までは子どもの世話をすべき」「男性が家族を養
うべき」といった社会規範そのものが変化したら、日本の少

子化対策には有効かもしれない

柔軟な働き方はもっと追求できるのでは？
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go back

出所: 内閣府男女共同参画局「令和 4 年度 性別による無意識の思い込み (アンコンシャ
ス・バイアス) に関する調査研究」
(https:///www.gender.go.jp/research/kenkyu/seibetsu_r04.html) より牧野作成

https:///www.gender.go.jp/research/kenkyu/seibetsu_r04.html


go back 複数国間データでみたときの経済成長と女性の労働参加

との関係

出所: World Development Indicator(https://data.worldbank.org/) より牧野作成



go back 出生率と女性の労働参加率の関係

出所: OECD統計 (https://stats.oecd.org/)をもとに牧野作成



go back1 go back2 RCTのアイデア



go back 自然実験のアイデア



go back



go back



go back

中学生 (15歳)の数学テストスコア (PISA)の男女格差

出所: 2015 年 PISA データ (https://www.oecd.org/pisa/) をもとに牧野作成
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